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今金町民憲章

。 民主主穫に徹して生活~合理化して近代的な町じいたしま L ょう 。

o ~庫で勤労に怯げむ明るい町にいたしましょう 。

。 技能をみが急逮嘆の開発に努め豊かな町にいたしましょう.

0 教聾をたかめ楽し〈生，舌で怠る平和な町じいたLまLょう。
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平
成
8 
事
年
業
度方弘
針去
とh.'Z茸

言翌
る皿
協
議
~ 
Z写

今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

4
月
日
目
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

8
年
度
活
動
方
針
と
し
て
は
、

地
域
福
祉
笑
践
計
画
及
び

、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
沿

っ
た

総
合
的
在
宅
初
制
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
事
業
型
社
協
へ
と
発
展

す
べ
き
各
般
在
宅
相
祉
卒
業
を
積

極
的
に
受
託
し
地
域
住
民
的
要
望

に
答
、
ぇ
得
る
体
制
整
備
を
促
進
し
、

地
域
住
民
及
び
各
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
明
る
い
住

み
よ
い
福
祉
の
町
づ
く
り
の
た
め

に
継
続
し
た
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

。

事
業
内
容

〈〉
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

ω住
民
参
加
を
主
体
と
し
た
在
宅

街
祉
活
動
的
推
進
と
、
高
齢
者
向

自
立
と
社
会
参
加
活
動
の
推
進
。

高
齢
化
が
進
み
、
独
居
老
人
や

老
人
夫
婦
世
慌
が
逐
次
増
加
す
る

低
所
得
者
世
帯
等
に
対
し
、
そ

の
世
相
の
経
済
自
立
と
生
活
意
欲

の
助
成
促
進
を
図
る
。

ω生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
。

ω生
活
応
急
資
金
貸
付
卒
業
。

ω特
別
生
活
応
急
資
金
貸
付
卒
業
。

(
老
人
医
療
費
)

ω心
配
ご
と
相
談
の
促
進
。

〈〉
各
福
祉
団
体
活
動

へ
の
支
援

ω老
人
福
祉
活
動
の
推
進
。

高
齢
者
向
自
立
と
、
社
会
奉
仕

活
動
へ
の
参
加
促
進
や
生
き
が
い

活
動
の
助
長
。

イ
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
活
動
的

推
進
。

口
、
社
会
奉
仕
活
動
向
推
進
。

ハ
、
学
習
活
動
の
推
進
。

て由

虚
弱
高
齢
者
の
多
く
は
、

住
み
似
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
こ

と
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
在
宅
生

活
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

ω地
域
住
民
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制

度
内
啓
発
や
各
組
情
報
提
供
、
住

民
参
加
の
稲
祉
活
動
啓
発
の
た
め

祈
祉
だ
よ
り
の
発
行
を
継
続
す
る
。

ω初
制
団
体
及
び
各
関
係
機
関
と

の
協
力
、
連
携
の
促
進
。• • 

ニ
、
生
き
が
い
対
鍛
事
業
の
推
進
。

ω障
害
者
稲
祉
活
動
の
推
進
。

ノ
!
?
ラ
イ
ゼ

l
y
ョ
ン
の
型

念
に
基
き
地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
の
啓
発
と
支
援
。

イ
、
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
桧
山
支
部
今
金
分
会
活
動
へ

の
支
援
。

口
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
へ
の
支
援
。

ハ
、
あ
す
な
ろ
手
話
の
会
へ
の
支

R
A
。

ニ
、
防
害
児
を
も
っ
親
の
会
へ
の

支
緩
。

ホ
、
光
の
皐
学
園
口
舟
図
的
レ

ク
レ
ー
ン

ョ
ン
へ
の
参
加
。

ω母
子
一制
祉
活
動
へ
の
支
援
。

母
子
家
庭
を
取
り
巻
く
諸
問
題

は
多
い
が
、
児
童
の
健
全
育
成
と

母
子
福
祉
の
促
進
。

イ、

母
子
活
動
へ
の
支
緩
。

口
、
母
子
資
金
の
貸
付
。

ハ
、
桧
山
母
子

・
一
品
締
福
祉
迎
合

会
事
業
に
対
す
る
協
力
。

川
間
桧
山
地
域
及
び
町
内
の
各
種
ふ

れ
あ
い
行
事
へ
の
参
加
。

〈〉
心
配
ご
と
相
談
難
務

情
報
化
時
代
だ
け
に
叩
時
相
絞

め
出
来
る
体
制
を
継
続
す
る
。

〈〉
各
種
募
金
の
普
及
・
啓
発

川
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
。

学

童

青

少

年

婦

人

・
老
人

等
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
促
進
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
何
育
成
。

問
在
宅
一約
制
サ
ー
ビ
ス
事
裁
の
抑

進
。

イ
、
ホ
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
推
進
。

口
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進
。

ぺ

入

浴

サ

ビ

ス

事
業
の
推
進
。

ニ
、
布
団
乾
燥
サ

ビ
ス
事
業
の

推
進
。

ホ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ビ
ス
卒
業

桧山支部今金分会活動

の
推
進
。

へ
、
声
か
け
運
動
向
推
進
。

〈〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
推

進ω預
託
物
品
・努
付
金
等
の
受
付
。

ω資
金
の

一
時
貸
付
に
よ
る
生
活

援
助
。

〈〉
低
所
得
者
福
祉
対
策
の
推
進

各
国
体

・
地
域
住
民
へ
の
啓
発

と
協
力
を
求
め
る
。

共
同
以
金
日
月
1
日
l

ロ
月
末
日

歳
末
助
け
合
い

ロ
月
1
日
l

u月
加
日

な
ど
各
種
卒
業
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

保
健
、
医
療
と
福
祉
を
連
携
す

る
総
合
福
祉
施
設
が
平
成

9
年

4

月
開
設
さ
れ
る
の
に
伴
い
地
域
福

祉
推
進
を
に
な
う
町
社
協
も
こ
の

施
般
内
で
背
中
撲
を
行
う
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

(1) (2) 

新入学児童を突通事故から守ろう!!

マイエロー/iラソルの寄贈

町社会福祉協議会では、 募金

の一部を活用して新入学児童

を交通事故から守るため、町

教委を訪れ、社会教育課長に賛

色い傘を手渡しました。

伊ユ

〕2
 
〔

マランドセルカバー寄贈

今金ライオンズクラブでは、

毎年、新一年生に交通事故力、ら

守るためラ ンドセJレカバー (通

学傷害保険付)を寄贈していま

す。今年も代表者2名が訪れ、

大塚教育長に手渡しました。

• • 
L>~通安全愛の鈴寄賠

商工会婦人部では、毎年、新

入学児童の交通事故防止に役立

ててと、 代表者3名が訪れ、手

作りの愛の鈴を、大塚教育長に

手渡しまLた。

総
務
庁
長
官
賞
(
統
計
功
労
)
受
賞

鈴

木

宜

さ
ん
側

平
成

7
年
度
の
統
計
功
飢
表
彩

で
八
束
在
住
の
鈴
木
貸
さ
ん
が

永
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ホ
年
内
功
紛
が
認
め
ら
れ
総
務
庁

長
官
貨
を
受
賞
さ
れ
そ
の
伝
達
式

が
、
4
月
四
日
、
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
四
年
資
源

調
査
問
査
員
に
任
命
以
来
、
農
業

調
査
概
況
調
査
を
は
じ
め

ω余
年

に
わ
た
り
調
査
に
従
事
し
た
こ
と

と
、
他
の
開
査
員
の
指
導
的
役

割
を
来
た
し
た
功
制
に
よ
り
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

i段かくなり、山菜係りを楽しむシーズン

を迫!えました。

山菜採りは、年齢を問わずに手軽に楽し

めるレジャーとして、多くの人々に親しま

れておりますが、例年事故が多発していま

す。

:lJ:':故が発生すると、地元の人たちにも多

大な迷惑がかかります。無理な行動を控

え、 一人ひとりがちょっとした注意をする

ことで、山菜採りの事故を防ぐことができ

ます。

また、高齢者向事故が増えています。家

庭的中だけではなく、ご近所でも注意しあ

うようにしましょう 。

山菜振りの事故を
防ぐために

〕3
 
〔



利
別
川
清
流
保

髄
の
会
は
、

3 
月

/ 

28 
日

役
場
会
議

憲
一
で
北
海
道
開
発

fUFらぜょう
ド 1f 1な 111{.→ 

局
、
各
町
担
当
者

観
光
協
会
な
ど
に

呼
び
掛
け

「
後
志

利
別
川
を
百
年
前

の
川
に
蘇
ら
せ
る

運
動
展
開
の
相
談

会
」
が
叩
山
名
町
出

席
に
よ
り
関
川
市
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
会
で
は

昨
年
4
年
ぶ
り
に

豊
寿
国
民
謡
&

陪
仇
d

単
山
勺

-m
三
回
~
2
2

関.、

ヨ

今
金
民
論
研
友
会

(会
長
西
国

三
次
郎
ぷ
)
で
は
、

4
月
比
目、

会
員
日
名
で
種
川
盟
寿
図
を
慰
問

し
ま
し
た
。

こ
の
会
で
は
、
お
年
寄
り
の
刺

激
に
な
れ
ば
と
、
最
初
に
二
階
堂

ぷ
の
民
揺
を
皮
切
り
に
、

や
、
マ
ン
ド
リ
ン

・
尺
八
円
独

奏
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
会
只
全
只
に

歌
話
山

よ
る
花
笠
音
頭
と
、

中
に
は
、
懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ

ん
だ
り

お
年
寄
り
の

手
拍
子
な
ど
日
ご
ろ
附

町
税
・
公
営
住
宅
使

用
料
等
の
納
期
限
内

納
付
の
お
願
い

年
々
、
町
税

・
公
営
住
宅
使

用
料
等
の
滞
納
繰
越
額
が
m
献
納

し
て
い
ま
す
。
町
税
等
の
収
入

は
町
が
自
ら
賄
う
負
担
な
自
主

財
源
で
す
。

こ
れ
ら
が
、
各
納

期
限
内
に
納
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、

そ
の
滞
納
繰
越
額
が
年
々
均
大

し
、
町
の
各
施
策
の
笑
施
に
大

消
流
日
本
一
に
返
り
咲
い
た
後
志

利
別
川
を
苛
る
巡
動
の
兄
直
し
を

図
り
、
松
本
計
画
と
し
て
世
代
を

越
え
て
参
加
で
き
る
事
業
と
し
て

「
川
探
検
隊
L

と
銘
打

っ
た
実
行

委
員
会
を
発
足
し

川
を
知
り

川
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け

「
水
を
生
か
し
川
を
守
る
し

つ
も
の
で
す
。

ン
ド
ワ
ー
ク
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
行

. "川探検隊"事業は川に関する事であれば何でも知ろう、遊ぼう、探検しよ

うというものです。

-川町水について調べてみよう 本流に，主ぐ排水や主流の水を調べよう

・川にいる生き物を見つけてみよう 川にいる色や植物を発見する探楠しよう.

.川のほとりを調べてみよう 川辺や崖(がけ)洞窟などを探摘しよう

.111にある化石 ・砂金 ・珍しい石 ・岩等探L、調べてみよう

・川と遊ぽう 川ではどんな遊びがあるか考え、豊Lんでみよう

・川町行事に事加しよう 清流まつり、河川清掃、住吉堰堤通水式など• • 

ま
し
た
。

け
な
い
生
出
奏
に
感
激
を
し
て
い

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
期
限
内
に
完
納

さ
れ
、
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
れ

て
い
る
多
く
の
人
々
と
の
聞
に
公

平
を
欠
く
と
共
に
し
い
て
は
、
こ

の
こ
と
が
行
政
に
対
す
る
信
頼
を

大
き
く
損
ね
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す。
こ
の
た
め
に
も
、
今
ま
で
以
上

に
滞
納
発
生
予
防
と
滞
納
繰
越
制

の
務
理
に
は
強
く
臨
み
ま
す
。
皆

様
に
は
こ
れ
か
ら
も
明
る
い
笠
か

な
町
づ
く
り
の
た
め
町
税
等
の
納

臓
貝
辞
令
受
付
式

教
育
委
貝
会
で
は

4
月

5
日

役
場
に
お
い
て

辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
フ

新
採
用

-
転

入
な
ど
異
動
者
の
辞
令
が
本
間
教

当
町
に
お
け
る

育
委
貝
長
か
ら
教
職
員
日
名
に
対

し
手
渡
さ
れ
、
転
入
者
を
代
表
し

て

「
児
並
か
ら
尊
敬
さ
れ
、

か
ら
は
信
頼
さ
れ
、

地
域
に
早
く

と

け

込

み

」

と
中
卑
小

隆
二
校
長
が
挨
拶
を
し

何

ま
た
、

l町

，fjt 

教
育
関
係
者
の
自
己
紹

介
も
行
な
わ
れ
ま
し
た

「宣
醤
容
を
読
み
あ
げ
る

上
西
先
生
」

山村留学ス年固有E迎:え之、
/'."(留学生歓迎突流会 人

山
村
山
田
学
生
の

受
け
入
れ
を
始
め

て
7
年
目
を
迎
え

た
英
利
河
小
学
校

で
は
、
入
学
式
前

目
的

4
月
5
日
に
、

学
校
、

P
T
A
、

里
親
留
学
推
進
協

議
会
主
催
の
歓
迎

交
流
会
が
美
利
河

小
学
校
体
育
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

交
流
会
は
、
工

藤
君
の
司
会
で
始

期
限
内
納
付
に
つ
い
て
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、

町
税
等
の
納
付
に
つ

い
て
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
時
、

一
時
的
に
納
付
が
困
難
な
時
、

或
い
は
、
火
災
等
の
災
害
に
躍

災
し
た
時
に
は
、
徴
収
の
猶
予
、

分
制
納
付
或
い
は
、
減
免
等
の

救
済
摘
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
下

さ
い
。

〈
税
務
課
徴
収
係
V

も

父
母

こ
れ
か
ら
の
槍
山
を

考
え
る
・
:
:

柏
山
地
区
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
主
催
の

「
人
口
定
住
化
地

域
討
論
会
」
が

3
月
幻
日
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
永
年、

こ
の
地
域
で
生
活
を
し
て
き
た
高

齢
者
と
背
年
の
代
表
者
の
方
々
か

ら
，
安
心
し
て
誇
り
と
希
望
を
持

っ
て
芥
ら
し
て
い
け
る
地
械
に
す

る
た
め
H

と
い
う
テ
ー
マ
で
提
言

を
受
け
、

参
加
者
と
の
芯
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
提
言
者
と
し
て
、

今
金
町
か
ら
米
世
幸
一
さ
ん
、
成

田
正
春
さ
ん
と
松
下
正
幸
き
ん
が

所
属
す
る
団
体
が
抱
え
て
い
る
謀

， . • 
ま
り
留
学
生
、
皇
制
明
、
父
母
、
自

治
会
員
、
学
校
関
係
者
な
ど
臼
名

が
参
加
し
、
緊
張
の
な
か
在
校
生

に
よ
る
歓
迎
合
同
畑
、
里
親
新
家
族

に
よ
る
、
自
己
紹
介
な
ど
談
笑
し
、

留
学
生
、
父
母
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し

て
い
ま
し
た
。

今
年
内
留
学
生
は
、
速
く
は
沖

縄
県
、
近
く
で
は
函
館
市
と
継
続

留
学
生
を
含
む
日
人
と
地
元
の
新
一

年
生

2
人
と
在
校
生
2
人
を
含
む

白
人
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

行
事
主
ど
一
年
聞
が
楽
し
み
で
す
。

六
日
は
、
入
学
式
、
始
業
式
が
行

わ
れ

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
た
の
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さき金スタンプ会ガ寄付

4
 

代
表
者
2
名
が
、
社
会
祈
祉
協
議
会

4
月
3
目、

今
金
ス
タ
ン
プ
会

を
訪
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
事
業
町
一

環
と
し
て
、
寄
付
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
は
、

と
し
て

事
業
の

一
つ
の

un

、-4H
 

お
客
様
が
シ

l

ル
不
要
と
言
わ
れ
た
り
、

つ
り
銭

の

一
部
を
募
金
す
る
時
に
、

tJU 
"月~込

庖
に
設
置
し
た
募
金
箱
を
通
し
て

「
あ
い
し

l
ル
」

回
収
し
た

を
換

金
し
た
も
の
で
す
。

組
を
含
的
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

基
幹
産
業
内
低
迷
や
、

若
年
間
川

人
口
の
流
出
に
よ
る
過
疎
化
的
進

行
と
い

っ
た
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
や
高
齢
化

に
向
け
て
の
町
づ
く
り
を
内
容
と

し
た
も
の
で
し
た
。

し
い
学
校
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

1
 
5
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町
長
部
局
経
済
部
各
課

の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す

り がよ 醸の j
ま今多う町 ・ 2 今
す月いな民室部金 i
が号と役の、が町 1

、で思劃j皆係あに
紹はい介さがりは :
:介経ま担んあま部
L 済すをにりす設白
ま部 。 し とまが置 i
すの てっす、条。
。役: いて 。そ伊j

割るはのに
分の、事よ
担か各務り
を理課を
竪解 ・ 介総 j
いで室担務 i
表き、す部。

現な 係る と
でいがた経 I

は部どめ済 j
あ介のに部

O
農

政

係

・
農
業
行
政
の
企
画
及
び
総
合
間
整
に
関
す
る
こ
と
。

.内同
家
経
済
に
闘
す
る
こ
と
。

州民
業
関
係
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

・
民
業
経
営
の
改
普
に
関
す
る
こ
と
。

・
水
田
営
践
活
性
化
対
策
に
関
す
る
こ
と
0

.
成
業
後
継
者
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

・
農
作
物
の
作
況
及
び
被
害
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

民
業
振
興
地
域
強
制
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

・
農
作
物
病
害
虫
防
除
及
び
残
留
農
薬
に
関
す
る
こ
と
。

.
米
殺
の
柴
桁
翻
絡
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
農
政
に
関
す
る
こ
と
。

O
農
喋
振
興
係

・
地
域
農
政
推
進
卒
業
に
関
す
る
こ
と
。

O 
維

持

係

・
道
路
、
橋
梁
、

y、i
ムa、
図

河
川
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

(施
政
遊
園
地
を
除
く
。
)
の
維
持
管
理
に
関
す
る

事」レ'」
。

O 
車

関

係

・
自
動
車
(
課
内
)
及
び
建
設
機
械
の
維
持
管
理
、

に
附
す
る
こ
と
。

O
土

木

係

・
道
路
、
情
染
、

河
川
等
各
秘
工
事
的
制
査
設
計
及
び
施

工
に
関
す
る
こ
と
。

-
急
傾
斜
崩
壊
、

地
す
べ
り
防
止
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

(
他
課
の
所
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
J

土
木
に
係
る
災
申
告
復
旧
に
関
す
る
こ
と
。

-
他
課
に
お
け
る
土
木
工
事
的
設
計
施
工
に
関
す
る
こ
と
。

-
そ
の
他
土
木
に
関
す
る
こ
と
。

O
建

築

係

・
建
築
行
政
に
附
す
る
こ
と
。

町
有
建
物
の
設
計
及
び
工
事
の
実
施
に
閲
す
る
こ
と
。

-
公
営
住
宅
の
建
設
に
附
す
る
こ
と
。

住
宅
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

-
そ
の
他
建
築
に
関
す
る
こ
と
。

O
公
園
下
水
道
係

都
市
公
園
公
共
下
水
道
計
画
事
業
の
企
画
に
関
す
る
こ

シ」。都
市
公
園
公
共
下
水
道
雄
備
卒
業
の
設
計
施
工
に
関
す

司令こ》」

そ
の
他
都
市
公
園
公
共
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
。

O
都
市
計
画
係

都
市
計
画
事
業
の
企
画
に
閲
す
る
こ
と
。

運
行

林
地
開
発
に
関
す
る
こ
と
。

.
林
道
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

.
治
山
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

.
保
安
林
に
閲
す
る
こ
と
。

・
自
然
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

野
生
鳥
獣
的
保
悠
及
び
狩
猟
に
関
す
る
こ
と
。

.
森
林
病
害
虫
の
防
除
に
関
す
る
こ
と
。

火
入
れ
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

民
業
構
造
改
善
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

・
山
村
振
興
応
林
漁
業
対
策
事
業
に
附
す
る
こ
と
。

.
副
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
民
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

O
畜

産

係

高
産
の
披
胤
(
に
関
す
る
こ
と
。

・
家
畜
導
入
の
指
導
奨
励
及
び
改
良
増
殖
に
関
す
る
こ
と
。

.
家
市
街
生
に
関
す
る
こ
と
。

草
地
造
成
及
び
改
良
に
関
す
る
こ
と
。

・
獣
医
附
、
人
口
授
精
師
、
袋
路
師
及
び
家
市
闘
に
閲
す

る
こ
と
。

飼
料
作
物
に
関
す
る
こ
と
。

.
養
蜂
に
関
す
る
こ
と
0

.
そ
の
他
世
間
産
に
関
す
る
こ
と
。

O
林

務

係

・
林
業
行
政
の
企
画
及
び
総
合
訓
殺
に
関
す
る
こ
と
。

.
林
業
の
経
営
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

林
業
関
係
団
体
に
附
す
る
こ
と
。

・
林
業
緋
造
改
善
卒
業
に
関
す
る
こ
と
。

-
町
有
林
の
造
成
、
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
附
す
る
こ

ル」
。

司. • 都
市
割
引
聞
事
業
向
殻
剖
施
工
に
関
す
る
こ
と
。

-
そ
の
他
都
市
計
画
に
閲
す
る
こ
と
。

O 
管

理

係

内同
業
民
村
監
備
に
係
る
企
画
制
強
に
附
す
る
こ
と
。

-
農
業
農
村
整
備
に
係
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

民
道
、
民
業
周
知
水
路
の
山
首
迎
に
関
す
る
こ
と
。

農
業
水
利
権
に
関
す
る
こ
と

土
地
改
良
団
体
に
附
す
る
こ
と
。

。
土
地
改
良
係

-
州
民
村
強
制
に
係
る
計
画
、

ル」
。

施
政
務
備
に
係
る
計
画
、
実
施
及
び
制
強
に
関
す
る
こ
と
。

・
農
村
整
備
、
施
設
整
備
に
係
る
生
活
環
境
の
整
備
に
関

す
る
こ
と
。

実
施
及
び
閲
覧
に
関
す
る

農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
こ
と
。

O
農
地
整
備
係

農
地
整
備
に
係
る
計
画

》
」

実
施
及
び
調
撃
に
関
す
る

農
地
整
備
に
係
る
生
活
環
境
町
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

.
燥
地
集
団
化
に
附
す
る
こ
と
。

O 
水

道

係

水
道
事
業
の
設
計
及
び
施
工
に
関
す
る
こ
と
。

.
水
道
事
業
の
維
持
、

管
理
に
関
す
る
こ
と
。

-
林
野
火
災
予
消
防
に
関
す
る
こ
と
。

-
緑
化
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

特
殊
林
産
物
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
林
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

O
商
工
観
光
係

・
商
工
鉱
業
行
政
的
企
画
及
び
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

-
米
殺
の
販
売
業
者
に
関
す
る
こ
と
。

中
小
企
業
対
策
及
び
経
営
合
理
化
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

工
業
誘
致
に
関
す
る
こ
と
。

・
商
工
業
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

・
産
業
公
害
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

・
観
光
資
源
的
開
発
振
興
及
ぴ
宣
伝
に
関
す
る
こ
と
。

.
技
能
修
得
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

・
労
働
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

席
用
対
策
に
閲
す
る
こ
と
。

-
地
下
資
源
の
開
発
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
商
工
水
産
及
び
労
政
に
関
す
る
こ
と
。

O
管
理
用
地
係

・
土
木
、
建
築
、

公
園
、

都
市
計
画
行
政
の
総
合
調
整
に

関
す
る
こ
と
。

-
各
位
建
設
工
事
に
係
る
用
地
的
取
得
、

補
償
及
び
渉
外

に
関
す
る
こ
と
。

そ
の
他
建
設
課
の
他
の
係
の
所
管
に
属
さ
な
い
こ
と
。

明. • -
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

-
水
道
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

機
構
改
革
に
よ
り

事
務
分
担
が
変
り
ま
し
た

3
月
号
に
お
い
て
総
務
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
一
部
機

構
改
革
し
、
住
民
運
動

・
交
通
安
全
係
が
企
画
調
路
献
よ

り
町
民
諜
の
所
管
と
な
り
、

町
民
福
祉
課
が

『町
民
謀
』

と

『
保
健
福
祉
制
師
』
に
分
課
さ
れ
、

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
の
で
、

謀
の
所
管
事
務
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

O
戸

籍

係

・
戸
籍
及
び
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
と
。

外
国
人
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

印
鏡
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

人
口
動
態
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

-
樫
火
葬
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

破
産
者
、

禁
治
産
者

準
禁
治
産
者
及
び
既
決
犯
罪
者

に
関
す
る
こ
と
。

選
挙
資
格
に
係
る
届
舎
の
受
付
及
び
証
明
書
の
交
付
に

関
す
る
こ
と
。

国
民
年
金
の
間
関
動
届
の
受
付
に
関
す
る
こ
と

国
民
他
康
保
険
の
異
動
腐
の
受
付
に
関
す
る
こ
と
。

自
動
車
の
臨
時
運
行
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

諸
証
明
に
関
す
る
こ
と
。
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-
相
続
税
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
閲
す
る
こ
と
。

・
戸
籍
の
勝
抄
本
、

住
民
基
本
台
帳
の
写
し
の
交
付
に
関

す
る
こ
と
。

-
児
童
手
当
の
異
動
腐
の
受
付
に
関
す
る
こ
と
。

出
生
児
に
対
す
る
貯
金
通
帳
の
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

O
総
合
窓
口
係

各
課
内
窓
口
事
務
の
連
絡
及
び
(
窓
口
総
合
事
務
)
調

整
に
関
す
る
こ
と
。

O
町

民

係

生
活
保
穫
に
関
す
る
こ
と
。

・
民
生
児
童
委
長
に
関
す
る
こ
と
。

.
児
童
福
祉
に
附
す
る
こ
と
。

児
童
手
当
及
び
児
立
扶
養
手
当

(特
別
児
輩
手
当
を
含

む
。)
に
関
す
る
こ
と
。

保
育
所
及
び
保
有
料
町
制
定
、
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

・
母
子
、
寡
婦
及
び
父
子
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

・
生
業
資
金
に
関
す
る
こ
と
。

・
日
本
赤
十
字
社
に
関
す
る
こ
と
。

戦
没
者
遺
家
族
及
び
戦
傷
病
者
向
援
護
に
関
す
る
こ
と
0

・
軍
人
、
軍
属
で
あ

っ
た
者
向
恩
給
に
関
す
る
こ
と
。

・
ウ
タ
リ
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
援
鎚
資
金
に
関
す
る
こ
と
。

.
災
害
按
鐙
物
資
の
取
扱
に
関
す
る
こ
と
。

公
衆
浴
場

(樋
川
温
泉
を
含
む
。)
に
附
す
る
こ
と
。

-
北
部
楠
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

-
そ
の
他
町
民
福
祉
に
附
す
る
こ
と
。

O
住
民
運
動
・

交
通
安
全
係

E

自
治
会
町
内
会
に
関
す
る
こ
と
。

.
自
衛
隊
に
関
す
る
こ
と
。

ん

広)

み六年
生
に
な
っ
て

-
交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
。

.
住
民
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

-
行
政
相
談
委
貝
及
び
人
権
擁
磁
委
員
に
関
す
る
こ
と
。

.
新
生
活
運
動
及
び
住
民
巡
動
に
関
す
る
こ
と
。

・
消
費
者
物
価
に
関
す
る
こ
と
。

・
青
少
年
対
策
及
び
青
少
年
問
題
協
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

.
防
犯
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

・
北
方
領
土
返
還
運
動
に
関
す
る
こ
と
。

.
貯
帯
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

・
生
活
館
等
各
種
会
館
の
管
制
也
に
関
す
る
こ
と
。

.
葬
斎
場
及
び
墓
地
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

・
務
犬
取
締
り
及
ぴ
野
犬
術
的
に
関
す
る
こ
と
。

.
そ
の
他
環
境
術
生
に
関
す
る
こ
と
。

O
年

金

係

・
福
祉
年
金
及
び
拠
出
年
金
に
附
す
る
こ
と
。

.
国
民
年
金
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

・
国
民
健
康
保
険
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

.
各
種
年
金
町
給
付
に
関
す
る
こ
と
。

O
保
健
福
祉
係

・
社
会
福
祉
行
政
の
企
画
及
び
総
合
側
盤
に
関
す
る
こ
と
。

.
老
人
稲
祉
に
附
す
る
こ
と
。

・
ヤ
井
障
害
者

(
児
)
稲
祉
に
関
す
る
こ
と
。

.
稲
祉
手
当
及
び
介
抱
手
当
に
関
す
る
こ
と
。

-
柄
祉
施
設
及
び
福
祉
施
設
の
入
所
に
闘
す
る
こ
と
。

.
社
会
福
祉
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

・
保
健
予
防
行
政
の
企
画
及
び
総
合
調
挫
に
関
す
る
こ
と
。

• • 場

に
が
て
な
科
目
を
、

な
⑥一つ
は
、

な
く
し
て
、
よ
く
な
く
て
も
い
い

か
ら
ふ
つ
う
に
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一
一
つ
め
は
、
↑
車
内
お
手
つ
だ
い

を
し

っ
か
り
し
て
、
き
ち
っ
と
し

八
東
小
六
年

中
野
い
ず
み
ぷ

M
h
4
6
、

1
』

六
年
生
に
な
っ
て
が
ん

ば
り
た
い
目
標
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

白
山
美
代
子
さ
ん

クマ葉若

鈴
岡
第

(18) 

ー--<

私
は
、
す
ぐ
に
友
達
を
、
か
ら

か
っ
た
り
し
て
、
友
達
の
心
に
き

ず
を
つ
け
て
し
ま

っ
た
人
が
、
何

人
か
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

最
後
の
目
標
は
、
と
く
に
、
か
ん

ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
の
目
標
は
、
三
つ
と
い
う
少

な
い
目
標
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
と

て
も
大
へ
ん
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
じ
よ
じ
よ
に
、

こ
の

ま
も
っ
て
い
き

三
つ
の
目
燃
を
、

た
い
と
思

い
ま
す
。

好
き
な
友
達
で
も
、
き
ら
い
な

友
達
で
も
、
だ
め
な
事
は
、
『
だ
め
』

よ
い
こ
と
は
、
い

っ
し
ょ
に
、
忍

ん
で
あ
げ
た
い
と
、
思
い

ま
す
。

お
わ
り

わが家のアイドルのコーナーで

は3歳未満のお子さんを募集し

ています。

町内での話題になっていること

などの情報をお寄せください。

結
核
及
び
伝
染
病
予
防

(
予
防
接
種
を
除
く
J

に
関
す

る
こ
と
。

〕8
 
〔

-
救
急
医
療
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

・
保
健
医
療
対
策
協
議
会
等
に
関
す
る
こ
と
。

.
医
療
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

・
献
血
思
想
の
普
及
及
び
献
血
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

.
食
品
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

・
患
者
輸
送
車
の
遂
行
に
関
す
る
こ
と
0

.
エ
キ
ノ
コ
ソ
ク
ス
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
保
健
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

O
国

保

係

・
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

-
国
保
特
別
会
計
卒
業
勘
定
予
鉢
に
関
す
る
こ
と
・

.
国
保
運
営
協
談
会
に
関
す
る
こ
と
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

.
そ
の
他
国
保
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

O
保
健
指
導
係

・
保
健
指
導
業
務
に
関
す
る
こ
と
0

.
成
人
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

・
母
子
保
健
に
関
す
る
こ
と
。

・
精
神
保
健
に
関
す
る
こ
と
0

.
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
保
健
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

r-- QqヲフイドJレ 一一一一一一一一一一、

(砂山崎龍二九 1--tl..ii・ιい I t 

j叫 4平時以!器沼男 I rJif .~圃 I! 
H 覗から J /，e- ... 圃 1 ‘ 
。ニ町存 保有所に通い姑め _11， Jt....../M 哩・
‘ちょ っと おりこ さんになったかナヲ 11..誕量‘a呈皿4量u..r彊.，守唱曲...1
i ママよりヤクルト めほうが恋Lいボクー I r/f"影醤『鞭也桐
1健脱でのびのびnってほしいです Il't..'週U ' .n .~ 

jaペ '‘須田故意九 ; 
I t • "司圃・・田， I 
1 J :t.開ド1間 関・・~ I 平成5年6月11日生まれ
: I官.AT-'" ~ . 高美町 須田 韓ah 江草円、白 3女 l 

i I 1<1・・... ~ - I I親から
i・".'，..，ケコ".. 甘えん坊の末っ子ももうすぐ 3歳にな 1 
1 ・喧~ 唱蚕剖 ーー」 ります.
;聞..， 、 E 大好きな どらえもん町よヲに岨し( : : r.'-， ~・..... て セ ラ ムーンのよヲな明るくかわ i 
iLームー一一....;，胃な“"'---1 いい女の子になれますよ うに

用
排
水
の
遊
び
に
気
を
つ
け
て

農
業
用
の
用
排
水
が

5
月
か
ら
使
用
か
い
し
に

な
り
ま
す
の
で
、
幼
児
童
の
事
故
の
な
い
よ
う
十

介
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

今
金
土
地
改
良
区

た
生
活
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
の

一
つ
は
、
心
を
や
さ
し

く
友
達
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
帯
、
瀬
棚
開
業
高
校
を
卒
業

し
か
あ

っ
た
か
ら
ん
ど
'
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。

「
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
サ
l

ヒ
ス
を
い

っ
ば
い
し
て
お
客
様
が

い
っ
ぱ
い
来
て
ほ
し
い
し
と
ち
ょ

っ
と
照
れ
な
が
ら
抱
負
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

iじいji(¥(，山i(¥1旬ul日¥(1
レ ん "It:吹夜 ，営以詰

唱

ツの'"・世sむ白
シ按 ー l味兆山
ユ街、首=はさき
さに楽、んん
んも鑑イ本のは
でニ1:t;t;.長
すコなの女鈴
。ニど 日 で 岡
コ、にすで
顔おは 。燃
の答犬 炭
7 さと を
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社会教育推進

(重点目標)

固困回目

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

川

の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、

地

域

社
会

の

き

ず

な
を
深
め

熱

意

を

も

っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学

び

合

い
ま
し
ょ
う
。

社会教育だより

第235号

|、、生涯学習旬Fいま言か乍WI

生
き
が
い
の
あ
る
人
生

を
送
る
た
め
に
、
必
要
に

応
じ
自
ら
の
意
思
で
学
ド

こ
と
で
、
自
分
の
た
め
に

「
楽
し
い
」

と
感
じ
た
瞬

間
か
ら
真
の
生
涯
学
習
が

始
ま
る
の
で
す
。
「
楽
し

さ
」
は、

「
継
続
」
の
原

動
力
で
あ
り
単
な
る

「而

白
さ
、
お
か
し
き
」
だ
け

で
な
く
、
自
ら
進
ん
で
行

う
「
自
主
性
」
に
よ
り
、

課
題
解
決
の
満
足
感
や
充

実
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

文

化

財

探

訪

①

こ

の

コ

ナ

ー
で
は
、
今
金
町

内
地
質
時
代
旬
、
先
史
時
代
か
ら

現
代
ま
で
の
歴
史

ωを
取
り
巻
く

自
然
環
境
仰
を
広
く
文
化
財
と
し

て
と
ら
え
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
金
町
周
辺
に
は
、
百
万
年
前

の
背
海
だ

っ
た
地
岡
山
が
広
が

っ
て

い
ま
す
。
瀬
棚
層
と
呼
ば
れ
る
こ

同
地
層
に
は
多
く
の
貝
化
石
が
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
瀬
棚
動

物
群
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

下
の
写
真
は
、
中
里
や
美
利
河• • 

川
い
合
わ
せ
は
、

一一l
三
四
八
八

な
ど
の
後
志
利
別
川
付
近
で
採
集
さ

れ
る
オ
ロ
ラ
ニ
シ
キ
と
呼
ば
れ
る

員
化
石
で
、
現
在
で
も
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
や
ベ
リ
ン
グ
海
な
ど
の
非

常
に
冷
た
い
水
の
流
れ
る
浅
い
海

に
住
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
貝
の
な
か
ま
は
、

上
部
内
耳
の
よ
う
な
部
分
か
ら
足

糸
と
い
う
糸
状
の
も
の
を
出
し
て

岩
な
ど
に
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
百
万
年

前
の
今
金
周
辺
で
も
冷
た
い
水
が

流
れ
、
岩
坊
の
あ
る
浅
い

海
が
広

が
っ
て
い

た
と
想
像
さ
れ
、

は
、
グ
ル
ー
プ
で
行
、
っ

か』叫
録
に
挑
戦
ゲ
|
ム
。

で
す
。
特
別
肉
体

力
や
技
術
は
い
り

ま
せ
ん
。
説
も
が

運
動
量
も
充
分
で

職
場
の
健
康
づ
く

り
や
団
体
の
レ
ク
リ
エ
シ

ヨ
ン
に
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

用
具

・
普
及
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

も
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
聞
で
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介

各
企
業
の
完
全
週
休
2
日
制、

ま
た
学
校
週

5
日
制
的
定
治
化
に

伴
い
、
個
々

の
余
暇
時
間
が
確
保

さ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、

レ
ク
リ
エ

l
y
ョ
ン
が
単
に
仕
事

や
勉
強
な
ど
の
疲
れ
を
癒
す
休
養

で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
の
泣

か
な
余
暇
活
用
と
し
て
の
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

体育協会
会員募集のお知らせ

本町の体育協会に加盟している団体は19団

体で、それぞれの分野で活動しています。入

会希望の方、また詳しいことについては、各

団体の連絡J~任者まで。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も

が
取
り
組
め
る
レ
ク
リ
エ

l
y
ョ

ン
の
普
及
と
し

て
こ
こ
で
は
、

本
町
で
で
き
る
レ
ク
リ
エ

l
y
ョ

ン

ニ

ュ

!
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
を

致
し
ま
す
。
第

一
回
は

「
チ
ャ

レ

ン

ジ

ザ

・
ゲ

ム

」
の
紹
介
を

し
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ザ

ゲ

l
ム」

楽
し
め
、

す
の
で
、

貝
化
石
か
ら
今
金
町
大
サ
の
桃
子

を
知
る
大
切
な
手
が
か
り
に
な
る

の
で
す
。

A

フ
金
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

グ〉

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
身
近
な
題
材

を
テ
!
?
に
‘
自
然
的
見
方
、
郷

土
史
の
ひ
も
と
き
の
面
白
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
く
実
習
方
式
の
桃
座

で
す
。
日
程
は
次
内
通
り
で
す
。

①
5
月
凶
日
「森
林
に
学
ぶ
」

②

6
月
9
日
「
絵
山
内
海
岸
巡
検
」

③

7
月
U
日
「
砂
金
を
と
ろ
う
」

④

8
月
4
日
「
遺
跡
発
掘
体
験
」

⑤

9
月
8
日「
利
別
川
水
質
調
査
」

⑥
叩
月

6
日
「岩
石
標
本
作
り
L

⑦
日
月
叩
日
「縄
文
土
偶
作
り
L

③
ロ
月
1
日
「
樹
稜
を
知
ろ
う
」

⑨

1
月
四
日
寸
足
跡
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

⑬
2
月
5
日
「
雪
氷
観
察
」

⑪

3
月
2
日
「
簡
単
気
象
予
想
」

(
日
程
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
)

通
年
受
講
が
原
則
で
す
が
、

一

講
座
の
み
の
受
鱗
も
で
き
ま
す
。

保
険
料
、
資
料
代
が
か
か
り
ま

す
。
申
込
み
は

5
月
叩
固
ま
で
社

会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
ま
で
。

• • 
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「イチ ニ サンI二 二・サン」のリズム
巳合わゼて、6人でパンブーステッ7.足並ゐ
そろえて、さて何回できるかにチャレンジ。

平成8年度今金町体育協会加盟国体一覧

加盟団体名 連 絡 先 屯話番号

野 球 連 盟i柏田泰明(大和町) 2 -0648 

パレーポール専門部 山田哲也(t~ン ) 2 -3013 

パλケγトポールクラプ 佐渡一宏(南栄町) 2 -31ω 

パド Eントン連盟 渡部民子(大和町) 2 -1133 

ソフトテニス連盟 川砧紀邦(末広町) 2 -0291 

卓 球 連 盟 南川康男(高美町) 2 -3534 

剣 道 i生 垣本利光(大和町) 2 -1368 

柔 道 辿 小西 筒(寒昇) 2 -2121 

空手道辿~ 森 英雄(南 町) 2 -0106 

山 岳 全 津村好見(金原) 2 -2894 

スキ一連盟 伊藤良 ~l (金原) 2 -2932 

陸 上 クラブ 川崎 克(神丘) 2 -0591 

ソ7トポール連盟 松村康弘(南町) 2 -1039 

サ yカークラブ 住吉 惇(高美町) 2 -2338 

ゲートポール7ラプ 山北幸好(八幡町) 2 -0965 

パークゴル77ラプ 国i元 正巳(八幡町) 2 -1122 

ピリカスノーボード量貯金 ti 詰雅祐(高英町) 2 -3659 

'J> (スキークラブ 細田征夫(高英町) 2 -1612 

司i式テニスクラブ 小池利雄(末広町) 2 -0101 
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〔

人
間
と
し
て
の

基
礎
を
つ
く
る

乳

幼

児

期

人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
き

て
最
初
の
学
習
を
す
る
乳
幼

児
期
は
、
基
礎
的
な
生
活
習

悦
の
明
白
得
で
す
。

そ
の
中
に
は

「
食
生
活
」

を
始
的
、
「睡
眠
や
排
便
」な

ど
の

「
し
つ
け
し
ゃ
言
葉
の

表
現
力
の
発
達
と
笠
か
な
感

情
を
養
う
こ
と
な
ど
、
大
切

な
こ
と
が
ら
は
す
べ
て
家
庭

教
育
的
中
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。本

町
内
社
会
教
育
諜
で
は
、

今
年
度
か
ら
の
活
動
計
画
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
期

に
合
せ
た
事
業
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

社
教
関
係
会
議
等
の
日
程

《

5
月
V

7
日

ω
・
町
青
少
年
健
全
育
成
維

進
委
貝
会

・
休
日
の
拡
大

等
委
貝
会
合
同
会
議

目
時
、

学
習
セ
ン
タ

8
日
附
ペ
ガ
サ
ス
の
翼
N
Z友
好

協
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

日
時
、
学
習
セ
ン
タ
ー

何
回
耐
水
品
指
導
者
養
成
講
習

4
E
、
m
M

日
ま
で

ク
ア
プ
ラ
温
泉
プ

l
ル

日
日
出

ジ
ョ
ン
神
塚
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
コ

ン
サ
ー
ト
(予
定
)

町
民
セ
ン
タ
ー

円
日
同

・
第
初
回
全
絵
山
少
年
剣

道

大

会

総

合
体
育
館

内
自
国間

・
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

9
時、

町
教
委

初
日
冊
・

第
7
回
管
内
6
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

総
合
体
育
館

、
••••••• 

，.，
 
... ，Ie
-
-
-
b

・・1
・J

一

寸
図
書

の
寄
贈
」

.

一

花

石

、

回

中

郁

桜

一

'

(
児
童
文
学
)

一

一

大
和
町
、
森
川
郁
代
梯

'

一

(文
郎
本
)

一

O
あ
り
が
と
う

・

ご
ざ
い
ま
し
た
。

〕-1
 
〔



年
金
相
談
日
の

お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
い
一一三
一日

1 

とと
こ
ろ

ション

き

3
、
相
談
員

務
所
職
只
1
名

〈
町
民
楳
年
金
係
}

墓

参

団

員

募

集

インフョrメ

北
海
道
で
は
、
サ
ハ
リ
ン
地
域

(
陣
太
)
墓
参
を
次
の
と
お
り、

実
施
す
る
予
定
で
す
。

。

実
施
期
間

平
成

8
年

7
月
M
日
(水
)
1

7
月
白
日
(水
)

出
発
及
び
帰
国
日
に
つ

変
更
の
場
合
が
あ
り
ま

但
し
、

い
て
は
、

す
。
O

実
施
地
域

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク

(
旧
公

原
)、
コ
ル
サ
コ
フ

(
旧
大
泊
)
ほ

か、

6
地
区

検診を受けて明るい健康づくり

5月みんな
{保健福社担保健師惟係 同保係)

13 

名

O

募
集
人
只

O

募
集
期
間

O

応
募
資
格

サ
ハ
リ

ン
地
域

(糊
太
)
に
埋

葬
ま
た
は
、
納
骨
さ
れ
て
い
る
者

で
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
親
旅

で
、
北
海
道
に
居
住
し
て
い
る
方
。

東

た
だ
し
、
過
去
に
こ
の
墓
参

に
参
加
し
た
方
及
び
そ
の
親
族

を
除
く
。

5
月
中
旬

合

言羊

制
〈
町
民
瓢
町
民
係
〉

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
を
受
付
け
て

い

ま

す

。

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
、

ま
っ
た
く
収
入

の
な
い
方
、
あ
る

い
は
家
計
が
苦
し
く
収
め
た
く
て

も
収
め
ら
れ
な
い

方
に
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

免
除
申
耐
を
し
な
い
で
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

と
、
同
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。

.
申
前
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
町
民
謀• • 

年
金
係
へ

・
則

限

五
月
末
日
ま
で

年
金
が
融
資
還
元

さ

れ

て

い

ま

す

。

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み

し
尿
を
処
理
す
る

一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
整
備
に
は
、
皆
さ
ん
が

納
め
た
国
民

・
厚
生
年
金
が
還
元

融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
は
大

切
な
公
共
事
業
の
財
源
で
す
。

。

年
金
融
資
制

平
成
7
年
度

叫川叫
川
辺
州
地
平
岡
購
入

9
0
0
方
向

「
け
ん
銃
L

の
密
輸
防
止

に
ご
協
力
を
/

拳
銃
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
が
多
発

し
、
国
民
の
平
穏
な
日
常
生
活
に

対
し
て
、
豆
大
な
脅
威
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

函
館
税
関
で
は
、
他
の
取
締
機

関
や
世
界
各
国
の
税
関
な
ど
と
協

力
し
て
、
日
夜
水
際
で
の
取
締
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「け
ん
銑
」
に
関
し
て
、
自
に
し

た
り
耳
に
さ
れ
た
こ
と
を
最
寄
り

の
税
関
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。のがん変わ墨田本

〕2
 
1
 
〔

社会福祉協議会だより
8. 4. 10 

，、 光の盟学l到 盟lf聞、 位会福惟1"担金への多di
のご寄付ありがとうございました。

(敬祢時)

〈車 京) 大 官 1一r 級

大 嵯 f昔 子 牧 IH 敏 ~ 

(札般市) 神 丘老 人 クラブ

j T B 麻生匝 タ 下 秋 織

(大 成町} 中1Il老人クラブ

ZE 揖 ，~ 子 極川老人クラブ

〈今金 町 } 睦 瀬 事l (今

者旬 民1 11< 長 岸 /、ツノ

藤 ，;~ ，也"‘ 4重 111 曲 人 ノ品、

jj ，1 克 吉 今金民謡研究会

だ る ま ヌ手 司 iff 山 弘

7 7 ; 'Jーシ ヨ".ナイトウ f~j 勲

〈
〉
許
し
ま
せ
ん
、
白
い
粉
通
し

ま
せ
ん
、
車
…
い
武
器
箔
輸
川
番

山間
連

絡

先

函

館

税

関

0
1
2
0
(
4
6
1
)
9

6
1
 

平
成

8
年
度
調
理
師
試

験
の
実
施
に
つ
い
て

1
、
試
験
地

函
館
市

2
、
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

衛
生
法
規

・
公
衆
衛
生
学

・
栄

養
学

・
食
品
学

・
食
品
衛
生
学
及

び
捌
理
倫
理
に
つ
い
て
錯
記
試
験

を
行
、
っ
。

3
、
受
験
資
格
制
理
の
業
務
に

2
年
以
上
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

4
、
受
験
願
舎
の
提
出
先

• • 
-
日
本
人
と
が
ん

日
本
人
的
死
亡
原
因
は
、
昭
和

民
年
か
ら
脳
卒
中
と
入
れ
か
わ

っ

て、

H

が
ん
。
が
第

1
位
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
に
が
ん
が
増
加
し
て
き

た
背
景
に
は
、
社
会
の
高
齢
化
が

深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
一

般
に

が
ん
が
発
生
す
る
確
率
は
、
年
齢

の
4
乗
に
比
例
す
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ω歳
の
人
は
川
町
歳
の
人

と
比
較
し
て
、
年
齢
は
2
倍
に
す

ぎ
ま
せ
ん
が
、
が
ん
に
か
か
る
倣

率
は
、
日
倍
に
も
は
ね
上
が

っ
て

し
ま
い
ま
す
。

-
減
っ

た
が
ん

m
H
が
ん
は
、
権
思
率
、
死
亡
率

と
も
に
顕
著
な
減
少
傾
向
を
し
め

し
て
い
ま
す
。
胃
が
ん
の
死
亡
率

が
減
少
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
胃

が
ん
検
診
が
広
く
普
及
し
、
が
ん

に
か
か

っ
て
も
、
早
期
に
発
見
さ

れ
る
ケ

l
ス
が
増
え
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
.
m
H
が
ん
の

榔
忠
率
の
低
下
に
は
、
塩
分
岐
取

口

M
が
減
少
し
た
こ
と
が
版
物
し
て

い
ま
す
。

子
宮
が
ん
は
、
子
宮
開
酬
が
ん
と

子
宮
体
が
ん
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

所
在
地
を
所
管
す
る
保
健
所

5
、
受
験
願
告
の
受
付
期
間

平
成

8
年
6
月
3
日
1

6
月
7
日
ま
で

摂
詳
細
に
つ
い
て
は

今
金
保
健
所
普
及
係
ま
で

(
8
0
1
3
7
8
2
0
2
5
1
)
 

5
月
お

日
(木
)

午
前
山
時
l
午
後

3
時
ま
で

2
、

役

場

町

民

相

談

室

函
館
社
会
保
険
事

m 日 )j fj( 者 主施日 時 日j 対象地l互 ");施企場 備 考 お知らせ

一般住民関係
〈予防接州〉

φ7へ戸川"ン&'1:.;検脊

日日 (月)
.il人制伺:

(乳幼児)

一 位制l 臨 全 1主 よ〈 20 LI (11 ) 10: 00-12: 00 全地 18: 他山初)，i長(血IY:測定尿検公) 20Ll(JI)金凶即日

27日(月)
セン， -

211=1 (火)相川八束

僚出地区且I!!J
~ i主 1¥1; 23r1 (本)

受付時間 '1 L~ 八主総合両院出リ+医附珍祭 神li:

，;;-俄(山科) " (有料) 27[] (rJ)足利河14: 20-14: 50 セン， -

乳幼児関係
イEイ1・'1'11.

28)) (火)di街地

乳児 m 絞 生後 受付時間
他様相睦 身体計測

+SCG扱州
3. 6、9十 JJ~'巳 9・30-10‘00

開 l¥!;
22 FI (水}倉院.j住川

生後 1~~ 
2 H (木}

受付時間 令地 I[ センター
以検査身体:H測健康相ぷ 2311(，，)州/11 八束

l成6ヶ月山険診
6‘ 7‘ 8 'r n ~~ 13・00-13:15 

医師診務 幽特相桂 神正

7 -， 事塗布 29日(水)%利河

股間節脱臼健i診 生 fま 4 'r n~\! 15日(水)
主紘時間 今企

股関節X線磁器
4tri・'1'~!. 

4砂

13: 00、 14: 00 保健所 30日(水)di問地

生1&4、7、 受付時間 開 L¥!;
身体計調 医師設努 詳しくは保連おに凪

乳児健 1$ 16U (本) " 附特相議 栄養相韻 担lいたします。
10、12，.)J 児 13: 00-13: 15 センター

健』長柄!酷 〈官量布検診}

妊産婦関係
21日(火)• 22E) (水)

任銅健 診 |任鮒 の方十4U(叶 受付時間 。|全地区|今 金:~I以検査制相 健康制限
13: 00-13: 30 I -- -._-I []Jj果的 医師診察(布料)

自動車税は毎年納める

税金です。

納期限は

5月31日て'す。

納j明内に

納めましょう Y

子
宮
顕
が
ん
は
、
衛
生
状
態
に
大

き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

術
生
状
態
の
飛
躍
的
向
上
に
よ
り

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

-
増
え
た
が
ん

肺
が
ん
は
、
過
去
の
高
い
喫
煙

率
の
影
響
で
、

年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
今
金
町
で
も
、
が
ん
の
部

位
別
死
亡
原
因
の
第
1
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
生
活
の
欧

米
化
(動
物
性
脂
肪
の
摂
取
量
増
、

食
物
繊
維
持
一
取
注
減
)
に
よ
り
結

腸
が
ん
が
ふ
、
之
、
出
産
年
齢
の
高

愉
化
や
早
い
初
湖
、
遅
い
閉
経
に

よ
り
乳
が
ん
、

子
宮
体
が
ん
、
卵

巣
が
ん
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

単位人

平成 7年今金町死t原因

今金町がん部位別死t数
(平成 5........71.手総計)

)
 
3
 
1
 
〔



令令今 住民の動態 令令令

人口 7，314人

男 3，521人

女 3，793人

世帯数 2，556世帯

~おたんじようおめでとう

谷森会会<¥.3月22日(保護者美喜夫)時町
"い鳥

佐々木大地t，<"J.. 3月22日(保護者司)本町

[jjJ僑草薙""，1.. 4月l日(保磁者直紀)南凹代
小説健也、 4月10日 (保護者英也)南栄町

固いつまでもおしあわせに

%三浦康二三(大和町)=池野美幸三(南栄町)

圏お〈やみもうしあげます

中島キミエさん 3月20日 88歳 栄 町

岡本健二三 3月22日 制裁中 里

細川マツエな 3月24日 88歳 神丘町台
小西はついさん 3月29日 88歳 旭 町

原聞興ーさん 3月30日 67歳 大和町

新岡スサノミ 4月l日 84歳 南 町

水野太郎九 4月8日 88歳 金原昭和

四畑ナヲな 4月9日 101歳旭 町
出村コマ子、 4月10日 83歳東 町

多国チセさん 4月11日 81歳 東 町

阿部精助さん 4月17日 88歳 中樋川

4月18臼畳付分まで記載

、先月号の'お〈やみもヲしあげます'の欄で拙縦したIIIrll幹削
さんは3月13日65成町罷りでした.訂正LておわびいたLます.

(jjIJfJN比}

( -39) 

( -19) 

( -20) 

(ー19)

3月末現在

5月の休日当番医
3日 北1青山町国保病院 (北柏山) 宮④ 5321
4日 今金町国保病院 (今金) 合② 0221

5日 道南ロイヤル病院 (北倫山) fi④ 5011

6日 幡 崎 医 院 (瀬棚) 包⑦ 3021

12日 今金町国保病院 (今金) fi② 0221

19日 道南ロイヤノレ病院 (北袷山) 包 ④ 5011

26日 北怜山町国保病院 (北柏山) まま④ 5321

M

き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
H

今
金
幼
稚
図
内
に
お
い
て
、

4

月
日
日
、

三
年
自
の

「
は
じ
ま
り

の
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
部
4
町
の
幼
児
か
ら
を
対
象

に
、
言
葉
町
発
音
が
は
っ
き
り
し

な
い
な
と

η

悩
み

・
問
題
w

を
も

っ
判
明
と
子
ど
も
が
色
々
な
勉
強
や

訓
練
を
行
い
、
健
康
で
情
操
辺
か

な
生
活
を
基
本
に
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
砂
川
親
子
。

い
っ
し

ょ
に
通
園
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

〈問
い
合
わ
せ
保
健
福
祉
課
}• 

特
設
行
政
相
談
所

開

設

5
月
刊
日
か
ら
お
固
ま
で
は
都

の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
等
を
お

聞
き
し
ま
す
。
特
に
今
年
内
春

の
行
政
相
談
週
間
は
、
こ
の

2

月

ω日
の
笠
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
に

よ
り
道
路
の
安
全
対
策
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路

を
主
体
と
し
た
特
設
行
政
相
談
所

を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。

-
日

時

5
月
お
日

午
後

6
時
1
8
時

町
民
セ
ン
タ
ー

-
場

所

・
主

催

行
政
相
談
員

生

亀

き

よ

え

O
相
談
内
容
道
路
、交
通
安
全
、

福
祉
、
登
記
、
消
費
者
保
認
、

役
所
の
窓
口
サ
ビ
ス
な
ど

育
相
談
は
無
料
で
す
。

会
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

函
館
行
政
舵
察
分
室
に
お
い
て

も
、
文
齢
、
電
話
、

F
A
X
等
で
行

政
相
談
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

。

函
館
行
政
監
察
分
室

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

-
吋
②
O
T
4
T
番

O 
屯

話
函函
自官 自主
I也市
方新
合川
岡田T
庁 25
舎|
内 18

(14) 

。
住
所

ハ
υ
可ム句。。。
1
1
1

お
1
0
9
0
9

〈
〉

F
A
X

n
u
'i
q
δ
0
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